
【基本情報】

②理念・基本方針

③施設・事業所の特徴的な取組

④第三者評価の受審状況

【自己評価の実施】

①担当者

②自己評価の実施体制等

　

③課題等

自己評価を実施したうえで全体に関する課題や疑問などがありましたらご自由にお書きください。

内容の捉え方に違いや情報共有の課題がある。捉え違いがないように、単語の意味を明文化していく。情報共有するための方法について職員間で検討し、それを明文化していく。
文言がもう少し分かりやすいと有難い。

福祉サービス第三者評価　共通評価基準

担当者　遠藤茂美

①施設・事業所情報

TEL：077-533-2144

〔施設・事業所の概要〕

　開設年月日　2000年4月1日

　経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人唐橋福祉会

◆自己評価シート①「基本情報」（本シート）、自己評価シート②「自己評価表」をご記入ください。

太陽光発電、ＯMオーラ―、地下水、洗濯室、調理室、築山、樹木、コンポスト

（設備等）

種別：保育者型認定こども園

所在地：　〒520‐0854　大津市鳥居川16－20

常勤職員：　　　31名（育休2名含）

（専門職の名称）看護師　１名

栄養士　2名　　　調理師　1名　　調理補助　3名

例：施設長、主任(2名)による合議。2回(1回60分程度)打ち合わせ
副園長、主幹保育教諭（2名）、保育教諭、看護師、調理室職員　各部署ごとに合議。
各部署で合議した内容を副園長、主幹保育教諭（2名）で2回打ち合わせ

定員（利用人数）：　保育園　120名　・　幼稚園　15名

　施設・
　設備の
　概要

ホームページ：http://aiai.kids.coocan.com

　専門
　職員

非常勤職員　　12名　職員数

自己評価シート①　基本情報

「環境と食文化にこだわる保育」
四季折々の自然環境の中で、心と身体の健康を養う
「心身ともに健康な子どもに育てる」
　〇健康・安全な生活に必要な習慣や態度を身につける　　〇友だちとの協調性を養いつつ、主体的に考える　　〇自然の中で感性を豊かに磨く
　〇地域に根差し、子どもの心の故郷となる保育を行う

・自然エネルギーを有効活用している（節電、節水、ゴミの減量）
・木のぬくもりが感じられる遊具や玩具を使用し自然に親しめる環境づくりを行っている。
・子どもの発達過程に合わせて作られた特徴的な保育室を工夫して使用している。
・旬の食材を生かした献立をたて、手作りの食事やおやつ作りに取り組んでいる。また野菜の栽培、収穫、クッキングを行い、食への興味関心を育
んでいいる。
・日本の伝統的な文化に触れ親しみを感じられるようにしている。
・一時預かり事業や子育て支援に取り組んでいる。

　　　　　　回（  　　　年度）

   　年　月　日（評価結果確定日）

  　 年　月　日（契約日）　～

　受審回数（前回の受審時期）

　評価実施期間

名称：大津あいあい保育園

代表者氏名：下村和美

（居室数）


